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新臨技発  第 号 

会員各位                                平成25年10月20日 

（社）新潟県臨床検査技師会 

会長 渡邊 博昭 

生理機能検査部門生体機能検査分野 

分野長 齋藤 修 

 

生体機能検査分野研修会・神経生理セミナーのご案内 

 

 仲秋の候、皆様におかれましては益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。 

平素は、当会の検査研究部門活動に格別のご協力を賜り厚くお礼申し上げます。 

 生理機能検査部門生体機能検査分野では下記の通り神経生理セミナーを開催する運びとなりまし

た。今回は教育講演、プレレクチャーおよび実技指導を通した一連のセミナーとしました。装置の関

係上、受講者数に限りがございますが、多くの施設の方から受講して頂きたいと存じます。 

 年末ご多忙の折ではございますが、今年最後の研修会に奮ってご参加下さいますようご案内申し上

げます。 

敬具 

記 

日時：平成25年12月7日（土）13:30～（受付開始13:00） 

会場：厚生連長岡中央綜合病院 2F 講堂 

【プログラム】 

 13:30～14:20 

教育講演『いまさら聞けない神経伝導検査』 

        厚生連長岡中央綜合病院神経内科部長 大野 司先生 

 14:30～15:10 

プレレクチャー『糖尿病性神経障害の神経伝導検査』 

             富永草野病院       鈴木 善雄先生 

 15:20～17:30 

   グループ実技 1グループ 8 名     

   講師： 県立松代病院               柳沢 悦子先生 

       新潟リハビリテーション病院  藤井 佳子先生 

       富永草野病院         鈴木 善雄先生 

                      遠田 明子先生  



 実技講習はプレレクチャーの内容に沿って行ないます。受講者がお互いに被検者/検者となって頂

きますので、上肢は肘上部まで，下肢は膝上部まで露出できる服装でお越しください 

 

【募集人数：32 名】 

 

【参加費】 会員 2,000 円 非会員 6,000円 

 

【参加申込】 

 注意注意注意注意：：：：今回のセミナーから今回のセミナーから今回のセミナーから今回のセミナーから生理生理生理生理機能機能機能機能検査部門のメールアドレスが変わりました検査部門のメールアドレスが変わりました検査部門のメールアドレスが変わりました検査部門のメールアドレスが変わりました。。。。    

十分に十分に十分に十分にご確認の上、お申込下さい。ご確認の上、お申込下さい。ご確認の上、お申込下さい。ご確認の上、お申込下さい。    

 新しいメールアドレス新しいメールアドレス新しいメールアドレス新しいメールアドレス    niigataniigataniigataniigata0110seirikensa@yahoo.co.jp0110seirikensa@yahoo.co.jp0110seirikensa@yahoo.co.jp0110seirikensa@yahoo.co.jp 

                                                                                                            0110(0110(0110(0110(ゼロゼロゼロゼロ    イチイチイチイチ    イチイチイチイチ    ゼロゼロゼロゼロ)))) 

E-mail（件名；神経生理セミナー申込み）にて氏名、所属施設名、会員番号（非会員はそ

の旨）、グループ分け参考のため検査経験について「A～D」いずれか、お教えください 

A) 全くの初心者 

B) 基本的な知識はあるが、実際の検査はあまり行なっていない 

C) 日常、検査は担当するが不安がある 

D) 検査経験はあり、検査技術のブラッシュアップを希望する 

講師に聞きたいこと等をご記入の上、送付下さい。11月５日（火）より受付開始し、募集

人数に達した時点で受付を終了いたします。＜締め切り11月29日（金）＞ 

募集人数に限りがございます。なるべく多くの施設の方に実技講習を受けていただくため、

1施設あたりの参加人数を制限する場合がございます。予めご了承ください。 

 

－非会員の皆様へ－ 

会員を優先に申込をお受けいたします。非会員の皆様の申し込みをお受けいたしますが、

会員の方からの申込が募集人数に達しない場合のみ参加可能となります。その際は申し込

み順に事務局よりご連絡申し上げます。 

 

 

 

後援：日本光電上信越支社 

 

 


